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６.結論
本稿は、宮村。住谷（2003）の分析フレームワークを用いて、地方銀行のリテールに対するマーケティング手
段の採否を決定する際の戦'１１各及びこれらの戦略と財務パフォーマンス変数との関係を調べた。宮村・住谷（2003）
らの先行研究においては､信用金庫を対象に分析した結果､因子分析により８つのマーケティング戦略が抽出され、
回帰分析の結果、預金残高増減率と貸出残高増減率に効果がある戦'11各・個人貸出残高に効果のある戦略・業務純
益に効果がある3つの重要な戦略の存在が示唆された。他方で、本稿では、宮村・住谷（2003）で指摘された課題
を踏まえ、分析対象を地方銀行58行とし、地域金融機関をとりまく収益環境の変化や金融危機後の経営環境であ
ることも考慮しリテール・マーケットに直接関わりの深い8つのパフォーマンス変数を採用した。分析の結果は次
のように要約される。
（１）地方銀行は、今回利用した19のマーケティング手段の採否を選択する際に5つの戦|Ⅱ各を軸に意思決定を行う
事が示唆された。
（２）非対面型戦略は、役務取引等収益増減率に対し負の効果を及ぼす可能'性がある。
（３）採算管理重視戦略は、資金利益増減率に対し正の効果を及ぼす可能性がある。
（４）渉外活動重視戦略は､貸出金残高増減率と消費者ローン残高増減率に対し正の効果を及ぼす可能性がある。
（５）顧客囲い込み戦略は、中小企業貸出残高増減率と預金残高増減率に対し正の効果を及ぼす可能性がある。
（６）貸出金利回り変化率に影響を及ぼす戦'11各は見つからなかった。
（７）融資ボリューム戦略は、預金利回り変化率に対し正の効果を及ぼす可能性がある。
総合的に考察すると、前段で述べたように資金利益を構成する預金残高や貸出金残高等のボリューム面に影響
を与えると考えられた渉外活動重視戦略や顧客囲い込み戦略が資金利益増減率に影響を及ぼさなかったという結
果や貸出金利回り変化率に影響を及ぼす戦Ⅲ各が観察できなかった。また、預金利回り変化率に融資ボリューム戦
略が影響を及ぼす可能性が観察されるなど解釈が困難な結果も見られたこと等の問題点が残った。
しかしながら、これらの結果はマーケティング手段の有用性を否定するものではなく、むしろ今回の分析対象
期間が金融危機状況下においての急激な景気後退局面期であり、外性的なショック要因が強い時期だったことが
影響していると考えられる。
今後の課題と方針としては、今回の因子分析と回帰分析の結果を利用して5つの戦略を軸に選択される可能性が
高い各マーケティング手段とパフォーマンス変数との関係性を明らかにする。この手法により、経済停滞下の現
況においても有効に機能する地方銀行の収益性向上策をより効率的に探索する事が可能になると考えている。
本来ならば、金融危機前に行われた宮村・住谷（2003）らの調査が、信用金庫のみを対象としている為、今回
の調査も信用金庫を対象に行えば、時点調査でリテール・マーケティング戦略と収益性の関係性において明確な
比較分析が可能であり、より深い洞察を得たであろう。しかしながら、筆者らは、全国信用保証連合会、全国ilh
方銀行協会の支援を受けて地方銀行を対象に4年ほど前から「ＣＲＭに関する実態アンケート調査」を行っており、
今回の調査もその一連の調査であるため、`信用金庫、信用組合の調査には至らなかった。今後は、今回の調査を
信用金庫、信用組合にも適用し、時点調査を繰り返しながら、業態別、機関別にパフォーマンスを高めるような
戦略の識別を行って、各協会並びに各地域金融機関へこれらの実証研究をフィードバックしていければと考えて
いる⑪
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Inthisstudy,ItriedtorevealthemarketingmeanstakenbylocalHnancialinstitLltionsfbrtheirretailbusiness，
whichistheirmainrevenue-generatingsou1℃e,andthelnanagementstrategiesunderwhichtheabovemarketing
meansareconsideredandselected,addressingthecurrenttimeoffinancialcrisis,whichdoesnotshowanysign
ofrecovery,byusingthefactoranalysiswithintheanalyticalfi･ameworkusedfbrsurveyingthecreditunionby
MiyamuraandSumitaniinNovember200L
InthatpreviousstudyconductedtothecreditunionbyMiyamuraandSumitani，theycouldextracteight
marketingsh･ategiesusingthefactoranalysis,andalsobyapplyingtheregressionanalysis,ｔｈｅｙcouldindicate
thattherearefbllowingthreecriticalstrategies：astrategyeffectivefbrimprovingtheamountofdeposit，a
strategyeffectivefbrimprovingtheamountofpersonalloansandastrategyeffectivefbrimprovingthestrategic
bankingprofit・
OnthebasisoftheissuesidentiHedintheabovepreviousresearch，Ihavedecidedtofbcuson58regionaｌ
ｂａｎｋｓａｎｄｔｏｔａｋｅｕｐｓｕｃｈｅｉｇｈｔｐｅｒｆbrmancevariablesasarelinkeddirectlytotheretailmarketing,onlyafter
takingintoaccountthefactthatlocalfh1ancialinstitutionsareexperiencingchangesintheirrevenue
environmentandalsothefaｃｔｔｈａｔｔｈｅｙａｒｅｓｔｉｌｌｉｎａｓｐｅｃｉａｌｍａnagementconditionofrecovel･ingfi･omthe
Hnancialcrisis，
Fromthisstudy,［couldobtainthefbllowingresults．
（１）Regionalbanksaremakingdecisions，ｕsingtheirpivotalfivestrategiesinselectingamongthel9
marketingmeansthatlhavetakenupinthisstudy．
（２）Thenon-countersellingstrategymayservenegativelyfbrtheyearlyincreaseoftherevenuefiDmthe
transactioncategory．
(3)Thenet-profitstrategymayservepositivelyfbrtheyearlyfilndprofitincrease
(4)Thesalesactivitystrategymayservepositivelyfbrtheyearlylendingincreaseandyearlyconsumerloan
balanceincrease．
（５）ThecustolnerretentionstrategymayservepositivelyfOrtheyearlyloanincreasefbrsmall-sizeand
medium-sizecompanies．
(6)Icouldnotfindanystrategywhichaffectstheyearlyloaninterestincrease
(7)Theloanvolumeexpansionstrategymayservepositivelyfbrtheyearlydepositinterestlncrease．
